
様式１（小・中）
【小学校・中学校・義務教育学校用】
令和６年度学校評価 結果・学校関係者評価

中間評価 ５　最終評価

（１）共通評価項目

評価項目 取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

●学力の向上

○基礎基本の徹底と校内研究を中心に
授業を改善し、学力の向上を図る。

○「授業が分かる」「授業が楽しい」につ
いて「そう思う」「だいたいそう思う」という
児童を80％以上にする。
〇算数、国語の単元末テストにおいて
期待平均点以上にする。

・テストなどの間違いは確実にやり直し
をさせて、学習内容の定着を図る。
・校内研究の充実を図り、授業を互いに
見合うことで授業力向上・児童の学力向
上を目指す。

B

・９月のアンケートでは「授業がわかる」に肯
定的に答えた児童が89.5%で、「授業が楽し
い」に肯定的に答えた児童が80.4％だった。
数値目標を達成するために、基礎基本の定
着の徹底と校内研究の充実を図り、授業力向
上を目指していく。

A

・１月のアンケートで、「授業が分かる」「授業が楽しい」
の問いに対して、肯定的な意見が、それぞれ、88.5％と
82.5％で成果目標を達成できた。
・単元末テストの期待平均が国語（80.2％）算数
（79.2％）のに対して、学校平均が国語（86.3％）算数
（81.1％）と上回ることができた。この結果を踏まえ、今
後も基礎基本の定着と授業力向上を目指す。

A

・タブレットや電子黒板を使っての授業について低学年と高学
年で肯定的な回答をした児童の差がないのは効果があるとが
分かる。
・生き生きとした授業の様子が分かる。
・個々人の成績が上がっているのかを知りたい。
・全ての児童が「授業が分かる」「楽しい」と心から思える授業
を大いに期待している。
・丁寧に指導してもらっている。
・成果指標は達成している。

学習部部長・主幹

●児童生徒が、自他の生命を尊重する
心、他者への思いやりや社会性、倫理
観や正義感、感動する心など、豊かな
心を身に付ける教育活動

○互いの思いを伝え合う道徳科の授業づくりや
体験活動、地域・家庭・中学校とのつながりを通
して、心豊かにたくましく生きる児童を育成する。
○正しい言葉遣いにおいて、肯定的な回答をし
た児童を90％以上にする。

・「考え、議論する」道徳科の授業を充実させる。
・保護者の方や地域の方が参画できるふれあい
道徳を実施する。
・子どもの心を豊かにする時間「ハートタイム」を
充実させる。 B

・「ふれあい道徳」で全学年道徳の授業参観を実施し
た。
・10月までに４回「ハートタイム」を実施し、互いを認め
合う心の大切さを伝えてきている。
・９月のアンケート結果では正しい言葉遣いにおいて、
肯定的な回答をした児童は75％で、友達を呼び捨てに
する児童が見られ、全校的な指導が必要である。

B

・「考え、議論する」道徳科の授業を目指し、より深い教材研究
ができるように学年内で単元担当制を取り、授業実践を重ね
てきた。また、「ハートタイム」を学級の実態に合わせて担任が
確実に実施することができた。その結果、１月のアンケートで
は「思いやりのあるクラス」に肯定的な回答をした児童は85％
であった。
・正しい言葉遣いについては実践していると回答した児童は７
４％で目標に及ばなかったので、今後も継続的に指導してい
く。

B

・言葉遣いや思いやりは、学校任せにできるものでもなく、子どもの
言葉遣いは親を表しているのではないか。
・自分の考えを話し合うことがあまりできていない児童が低学年で
20％、高学年で15％もいることが、気になる。
・高学年の一部の児童に相手を尊重していない行動が見受けられ
る。今後も指導をお願いしたい。
・道徳は授業の中で教えるというより、日常生活自体が道徳の授業と
思って心の教育に取り組んでほしい。
・しめ縄つくりに参加した。お互いに教えあう光景等から学びの雰囲
気がよくできていた。

道徳主任

●いじめの早期発見、早期対応に向け
た取組の充実

〇早期発見、早期対応に加え、いじめの未然防
止と組織的対応に努める。

〇いじめの防止や対応に組織的に取り組んでい
る職員を90％以上にする。

・「月のこころ」アンケートの実施、「こころの相談
ポスト」の設置を行い、定期的に実態把握に努
め、その都度対応を行う。
・週に1度、全職員で「気になる子」の情報共有を
行い、全職員が児童理解を深めながら児童の対
応にあたる。

B

・「月のこころ」や「こころの相談ポスト」の実施によ
り、定期的な児童の実態把握ができている。今後
は、QUテストの結果等も把握し、個への支援だけ
ではなく、学級集団、学年集団、学校集団として、
相互理解を深める取組に力を入れる必要がある。 B

・児童一人一人の定期的な実態把握はできた。ま
た、一方、「クラスは思いやり、いじめをしない許さ
ない、決まりを守る心を大切にしているか」との質
問は約85％の児童が肯定的であったが９割には
満たなかった。集団の力を高めていく余地はまだ
ある。

B

・クラス単位だと大きな問題があるようには見えなくとも個人に
なると小さないじめから深刻なものまでたくさんあると思う。最
善の方法を学校が保護者と一緒に考えてほしい。
・高学年児童で否定的な回答が17％もいる。
・何がいじめなのか理解していないとアンケートも無意味かと
考える。
・きめ細かく指導していただいている。
・多様な環境が児童の心を複雑化させていると考える。厳しい
現実と思える。

教育相談担当

◎児童生徒が夢や目標を持ち、その実
現に向けて意欲的に取り組もうとするた
めの教育活動

●「先生はあなたのよいところを認めてくれ
ていると思う」と回答した児童生徒80％以上
にする。
◎「将来の夢や目標を持っている」について
肯定的な回答をした児童生徒80％以上にす
る。

・児童のよいところを学校生活全般で継続的に
伝え、校内研究で授業を見合う中でも個別に伝
えていく。
・学校生活や行事ごとに児童にめあてをもたせ、
めあて達成のための行動を考え、実行させてい
く。

A

・日頃の生活および、校内研究での研修など
で、職員の「ほめる」「認める」意識の向上を
図った結果、９月のアンケートでは「先生から
認めてもらっている」と回答した児童は85％で
あった。

A

・１月のアンケートで「先生から認めてもらっている」と
回答した児童は86％であり、多くのことで「夢やめあて
をもって取り組めている」と回答した児童は89％であっ
た。児童理解と「ほめる」意識を持ち、地域人材も多く
取り入れた学習により、「夢」や「めあて」をもつ児童が
多くなっている。

A

・「ほめる」ことの大事さを痛感する。
・自己肯定感を高める声掛けをたくさんしてもらっている。
・「〇〇について褒めてもらえたよ」など嬉しそうに話すときは宿題の
字にも表れている。
・小学生で「夢に向けての努力」はさすがに無理な項目のような気が
する。
・どの学年でも担任が子どもの良さに気付き、周りにも伝えている。し
かし、担任によって差があったりひいきがあったりしているとも聞く。

主幹

〇交流活動（異学年による縦割り活動）
の充実
・げんきグループを中心とした活動で、
上級生は下級生に対する思いやりの心
と上級生としての責任感をもたせ、下級
生には上級生を敬う心を育てる。その中
で協力することの大切さを味わわせる。

○げんきグループで「活動に進んで取り
組んでいる」と答えた児童を80％以上に
する。

〇げんきグループで活動する楽しさを
80％以上の児童が感じられるようにす
る。

・げんきグループで、遊び活動を行う。
・週に１度、げんきグループで掃除を行
う。
・げんきグループで体育大会の団を構
成し、児童が自主的に活動できるように
する。

A

・げんきグループで、「遊びや掃除に進んで取
り組んでいる」と回答した児童が91.5％いた。
・体育大会では、５・６年生が協力して応援合
戦の練習に取り組むことができた。下級生
は、高学年の指示を聞いたり、姿勢を真似た
りしながら活動に取り組むことで、各団でまと
まることができた。

A

・げんきグループで、「遊びや掃除に進んで取
り組んでいる」と回答した児童が93.5％いた。
・６年生は最上級生として、様々な活動で進ん
で計画や運営を行った。
・掃除では上級生が見本となり、下級生はそ
れを見習って、無言ですみずみまで掃除する
姿が見られた。

A

・げんきグループの活動はそれぞれの学年が役割をもって構
成されるいい活動集団であると思う。
・十分に取り組んでもらっている。
・肯定的な回答した高学年が94％もいることが頼もしい。
・グループに加わることができていない児童が一定数いるので
はと思う。評価にその点の理由があれば家族で話す機会にな
るのではないか。
・異年齢集団の活動中も、児童はそれなりに気を遣っているよ
うだ。

特活部部長

●健康・体つくり

❹「安全に関する資質・能力の育成」

❺「健康を考えて行動できる能力の育
成」

❹交通ルールを守って生活している児
童を85％以上にする。

❺「健康は何より大切だ」「保健で学習し
たことを自分の生活に生かしている」と
答えた児童を80％以上にする。

・交通安全教室など、交通安全に関する啓
発活動を通して安全意識の向上を図り、生
活安全の意識につなげる。
・保健の学習を通して、生活習慣病やがん
の予防、けがしたときの対処法などを学習
し、児童自身の意識の向上を図る。
・担任は栄養教諭や養護教諭と連携して、食
や生活習慣についての授業を実施する。

A

・７月と10月にそれぞれ交通安全教室を実施した。
95%以上の児童が「交通ルールを守って生活して
いる」と回答した。
・保健の授業に加え、がん教育講演会などを受
け、日常生活でのけがや病気の予防、さらにはが
んにならないようにするための生活の仕方を考え
た。
・食や生活習慣に関係する指導を95％以上の担
任ができていると回答している。

A

・交通安全に関して、児童、教職員、保護者のいずれも
96％以上の肯定的な回答が得られた。特に校舎内で
の歩き方について啓発活動を行ったことで、児童の意
識が生活安全にも向いてきた。
・講演会を受けて、生活習慣病やがん予防に関するこ
とを意識する児童が増えている。95％以上の児童が授
業などで学んだことを生かして、健康に生活しようと回
答している。
・栄養教諭が各教室をまわりながら、食育の指導を
行った。職員も食や生活習慣に関する指導を95％以上
の担任ができていると回答している。

A

・様々な教育活動で「いのち」の尊さがしみついてい
る。
・小学校で生活習慣病・がん予防を学ぶことで、早い時
期に正しい知識を身に付けられ意識も高くなる。
・他県では麻薬についての勉強もされていると聞く。今
後低年齢化の事案を麻薬等含めて学んでほしい。
・ヘルメットに関しては学校より家庭の問題と思う。
・がんについての啓発等素晴らしいと思う。
・食育については箸の持ち方やエチケットなどを継続し
て指導してほしい。

生活部部長
保体部部長

●業務改善・教職員の働き
方改革の推進

●業務効率化の推進と時間外在校等時
間の削減

●教育委員会規則に掲げる時間外在
校等時間の上限を遵守する。

・定時退勤日（毎週金曜日）を設定し、
時間外勤務の削減を図る。
・年次有給休暇を計画的に昨年度実績
以上とるように呼び掛ける。 A

・時間外在校等時間の上限時間や定時退勤
日を意識して業務に取り組む職員が増えてき
た。さらなる時間外勤務の削減を図りたい。

A

・昨年度よりも時間外勤務時間が大幅に減った。今後も業務
改善を進め、さらなる時間外勤務の削減を図っていく。
・年次休暇については、取得しやすい雰囲気づくりを心がけ、
長期休業中に取得しやすいように研修等の期日を設定したこ
とで昨年度(１人平均17.4日)よりも取得日数(１人平均18.5日)
が増えた。

A

・大人も子どもも時間と心にゆとりある学校生活が送れるように業務
改善お願いしたい。
・傍から見ても働き方改革が進んでいると思う。
・評価の中に理不尽な保護者からの対応を受けている職員の有無を
記載してほしい。
・業務改善の結果だと思う。
・体力と心のゆとりから創意工夫が生まれるので人間として生きる力
を養う時間が増えていてよい。
・個人の努力より学校教職の組織が必要。教職員が疲れ果てるよう
な働き方がないように望む。

管理職（教頭）

●特別支援教育の充実

○特別支援教育の充実 ○全ての職員が、児童の特性や困り感を理解で
きるように努め、よりよい手立てを考え支援す
る。「適切な手立てを考え支援している」と答える
職員を90％以上にする。

・生活指導、教育相談および外部関係機関との
連携を図り、ケース会議等で児童の支援体制を
強化する。 B

・「児童の特性や困り感の原因を理解できるよ
うに努め、適切な手立てを考え支援している」
職員は98％であるが、困っている職員の話を
聞き寄り添っていく必要がある。

B
・児童の支援が順調に進んでいる職員が
27％、おおむね進んでいる職員が71％であ
る。児童の特性や困り感をより一層理解し、
適切に支援していく必要がある。

B

・様々な理由で支援クラスではなく困り感のある児童の対応について
しっかりと考えてほしい。
・通常学級の担任も支援学級の児童達の担任である意識を十分に
もってほしい。
・特別支援学級以外の保護者からの愛の言動が日常化するといいと
思う。

特別支援コーディネーター
（支援部）

（２）本年度重点的に取り組む独自評価項目

評価項目 重点取組内容
成果指標
（数値目標）

進捗度
（評価）

進捗状況と見通し
達成度
（評価）

実施結果 評価 意見や提言

○地域との連携，幼保・小
中の連携

○地域との連携の推進

〇幼保・小中連携の推進

○「江北っ子応援団」などの地域の団体
を活用した活動を年２回以上実施する。
○小中連携活動を年２回以上実施す
る。

・児童の学習にとってより効果的な活動を計
画し、外部人材の活用を積極的に図る。

・コロナ禍後の小中連携の効果的な活動を
計画し実施する。

A

・「江北っ子応援団」による５・６年生の家庭科
の授業補助をはじめ、各学年の総合的な学
習、生活科において地域人材による授業を積
極的に実施することができた。
・小中学校合同で職員の研修会を実施した。

A

・全学年において、地域人材による授業や体
験学習を活発に展開することができた。
・小中連携の活動は、適宜実施できた。今後
は、より計画的に実施していきたい。 A

・幼小中どの子ども守るべき言葉遣い、あいさつ、生活上の
ルールなどを町内施設連携で０～15歳まで通して教えること
のできる連携を目指したい。「親の協力必須」として。
・成果指標の中に「幼保連携」についても明示してほしい。
・地域の方々に小学校の様子を見てもらう機会の充実を図っ
ていきたい。

主幹・教頭

●･･･県共通　○･･･学校独自　◎･･･志を高める教育

５　総合評価・

　　次年度への展望

・「学力の向上」については、「基礎・基本」の徹底を目指し、校内研究においても授業を互いに見合い、授業力向上を目指してきた。また、単元末テストでの「全国期待得点（平均点）」を意識して、学級・学年平均がそれ以上になるように復習、個別指導などに取り組んだ。その結
果、目標を達成することができた。しかし、全国学力・学習状況調査及び、佐賀県学習状況調査、標準学力調査では全国、県の平均到達度を下回った。今後も学力向上に向けて、さらなる効果的な取組が必要である。
・「健康・体力づくり」「業務改善・教職員の働き方改革の推進」においては、具体的な取組・実践の結果、成果を上げることができた。

達成度（評価）
 Ａ：十分達成できている
 Ｂ：おおむね達成できている
 Ｃ：やや不十分である

主な担当者重点取組
具体的取組

中間評価 最終評価 学校関係者評価

１　前年度

　　評価結果の概要

・「学力の向上」については、校内研究を基軸として「だれもが分かりやすい授業」を目指して、授業の改善、職員の意識を共有した結果、「授業が分かる」に肯定的な回答をした児童が９０％となり、成果指標を達成することができた。しかし、全国・県調査においては目標値に届かなかったた

め、基礎基本の徹底や、さらなる授業改善などの課題も残った。

・「心の教育」「健康・体力つくり」「地域との連携」については、本来の活動を取り戻しつつ、行事精選の視点も入れて適切に実施することができた。特に「心の教育」における、教師の児童を認める姿勢については、校内研究でも意識したことから成果を得ることができた。今後も継続して実施

していく。

２　学校教育目標 自ら学び、心豊かにたくましく生きる江北の子の育成

３　本年度の重点目標 「子どもが学ぶ幸せ」「保護者が通わせる幸せ」「教職員が働く幸せ」を感じる江北小学校づくり
①学ぶ楽しさを感じ、自ら進んで学び合い、高まろうとする子どもの育成　②自己肯定感を高め、個性を発揮し、相手のことを考えて行動する子どもの育成　③健康・元気で、きまりを守り、のびのびと活動する子どもの育成

学校名 江北町立江北小学校

４　重点取組内容・成果指標

重点取組
具体的取組

●心の教育

主な担当者
中間評価 最終評価 学校関係者評価


